
加賀市ライフデザイン推進機構について

加賀市ライフデザイン推進機構

効果的な施策の検討
実施に向けた協議

【構成員】
有識者、分野からの代表、若者（受益者）代表 ほか

現状

人口減少：△934人（R5年中）

婚姻件数：178件（R4年中）

出生数：285人（R5年中）

出生率:1.35（R4年度）

移住者数：15組27人（R4年度中）

①プレコンセプションケアの推進
・若い女性が結婚し、子どもを作りたいと思えるように、個々の魅力
や自信・自己肯定感を向上させ、晩婚（非婚）化・少産（非産）化
に歯止めをかける。

・結婚・子どもを創ることについては、ハラスメントに及ぶ可能性が
あることから、専門家を交えながら丁寧に進めていく。

②正規雇用・就労環境の改善
・子育てがしやすいように、短時間労働等の多様な働き方ができる
正規雇用を促進する。

・市をはじめ、地元の企業を巻き込み進めていく必要がある。

③子育て世代の支援
・子育てが楽しいと思えるような機運の醸成をもたらす。
・親と子どもがともに学び、実践できるものを構築する。
・若者を含めた子育て世帯向けの住宅環境を整備する。

若者世代向け魅力アップセミナー※

・投資と保険
・自分磨き
・プレコンと検診 等
※一部、地域少子化対策重点交付金申請済み

企業向けアプローチ・セミナー
・働き方（短時間就労）
・育児休暇・休業手当
・福利厚生の充実 等

子育て楽しいプロジェクト
・高齢者の積極的参加
・こども参加型イベント
・遊び場 等

対策 取組

事務局（加賀市）

・消滅可能性自治体に指摘
・推計人口6万人を下回る
（昭和22年国勢調査人口を下回る）

市民アンケートの結果
(R5.12実施,複数回答可)

働くときにあるとよいサポート
「休みがとりやすい」80％
「勤務形態・時間が選べる」70％

移住に必要なもの
「仕事」82％
「公共交通機関」54％
「子育て環境」44％

プレコン分野

労働分野

子育て分野

市の施策とも連携
・市内外へのプロモーション
・移住・定住対策
・住宅環境の整備
・若者支援
・教育支援
・交通対策 等

若者の生活や健康に向き合うために必要な知識・技術の習得や働き方、子育ての支援を進めるることで、それぞれに合った将来の
ライフデザインを考えられる魅力ある地域とするとともに、市内外への積極的なプロモーションや移住・定住策を強化することで、
社会意識の醸成を高め、加賀市で就職・結婚・出産等の様々なライフデザインが描けるような環境の構築を目指す。
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【主 旨】
本市は、これまで子育て支援策や移住定住対策、働き先の確保、教育支援など、人口減少対策に積極的に取り組んできた。
こうした取り組みは、加賀市における人口の社会増減幅が改善されるなど一定の効果が出てきているものの、少子化が進展
するなど人口減少に歯止めがかかっていない状況である。
このような状況の中、加賀市内の産業団体や市民団体等で組織する「加賀市ライフデザイン推進機構」を設立し、人口減少・
少子化という地域課題に対し、官民が連携して、加賀市で就職・結婚・出産等の様々なライフデザインが描けるような環境の構
築を目指す。

【目 的】
加賀市ライフデザイン推進機構は、加賀市が抱える人口減少・少子高齢化という地域課題に対し、官民が連携して、加賀市で
就職・結婚・出産等の様々なライフデザインが描けるような環境の構築を目指すことを目的とする。

【概 要】
・市内の産業団体や市民団体等で組織する「加賀市ライフデザイン推進機構」を組織して、効果的な施策や実施に向けた協議を
行うことで、共通認識を図りながら推進する。
・「プレコンセプションケア」、「労働」、「子育て」の３つの分野に分け、関係機関とも連携しながら機構で定めた方向性に沿って、
会員とともに、具体的な取り組みを進める。
・機構における取組については、市内外へのプロモーションを行うとともに、移住定住に向けた取組を強化する。
・機構の実施事業については、機構内会計において実施する。
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【スケジュール】

7月～8月 参画機関との調整
※「プレコンセプション分野」「労働分野」「子育て分野」の視点から、関係団体に参画依頼を行う。

8月28日 「加賀市ライフデザイン推進機構」設立総会
・機構の設立総会を開催
・有識者による基調講演を実施

8月2９日 「加賀市ライフデザイン推進機構」分野連絡会
・参加団体による取組を確認
・今後の取組について意見交換

９月～2月 分野連絡会の開催
・実施計画・概要の確認
・随時、事業実施

3月 機構総会の開催
・当年度の事業・決算 及び 次年度事業・予算の承認
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「加賀市ライフデザイン推進機構」

加賀市・・・・・・本機構における行政が担うべき部分の推進と機構の運営（事務局）

産業団体・・・・・各業界における機構が目指すべき方向性や取組に関する情報共有と啓発活動

市民団体・・・・・各団体の関係者における機構が目指すべき方向性や取組に関する情報共有と啓発活動

顧問・・・・・・・専門的な知見から、目指すべき方向性に関するアドバイス・サポート

アドバイザー・・・専門的な知見から、取組等に関するアドバイス・サポート

※別途、国（経済産業省、厚生労働省、こども家庭庁等）とも連携し進める。

「加賀市ライフデザイン推進機構」の組織体とそれぞれの役割

プレコン分野

各団体において、プレコンセプション
ケアの推進に向けた取り組みを実施

（例）若者世代向け魅力アップセミナー
・投資と保険
・自分磨き
・プレコンと検診 等

労働分野

各団体において、正規雇用・就労環境
の改善に向けた取り組みを実施

（例）企業向けアプローチ・セミナー
・働き方（短時間就労）
・育児休暇・休業手当
・福利厚生の充実 等

子育て分野

各団体において、子育て世代の支援
に向けた取り組みを実施

（例）子育て楽しいプロジェクト
・高齢者の積極的参加
・こども参加型イベント
・遊び場
・若者の住環境 等

目指すべき方向性を設定

具体的な取組を推進

事務局：政策企画部

事務局：市民健康部 事務局：産業振興部 事務局：市民健康部

4


